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＜連絡事項＞

· 各自病院の住所と電話を把握しておくようお願いします。

· 薬に関した事故が発生しました。今回の事例を自分のこととして振り返り、同じことを繰り返さないよう今後へとつなげていきましょう。普段の業務も流れでこなしていくのではなく、状況を確認しながら進めていきましょう。

· 介護の学術資料としてスタッフへアンケートを配布していましたが、本日が提出期限となっています。未提出の方は本日中に提出お願いします。

· 患者様より預かっていたラジカセ（破損）ですが、普通ゴミで出しても良いそうです。本人も捨てて良いとのこと。本日ゴミ捨て場へ出しています。

· 中間サマリーが全て揃い、確認も済んでいます。明日カルテへ挟んで下さい。

· 10/11（土）半日直、当直、10/12（日）日直が、千葉良Dr→窪田Dr へと変更になります。

· 病棟総数が現在50名。来週入院予定があります。

アルコール依存症・男性の方（月曜）

認知症の方（来週中）

切明茂雄様

来週30（火）乙部純一郎様、退院予定となっています。

　　本日午後病棟内の移動があります。

　　　　　鈴木　茂子様　A・13号室→B・3号室

　　　　　新堂　寿子様　A・10号室(個室)→A・13号室（大部屋）

　　　　　市川　真紀子様　A・12号室（個室）→A・10号室(個室)

　　来週の入院予定に備えて8号室と12号室を空けておきましょう。

· 業務遂行担当より

　　　　入院時・転出時チェック表を作成しています。スタッフ全員に表を添付しメールしますので、足りない項目等意見がある場合は来週月曜を期限とし、橘MNS、松橋NS、池田CWの3名宛にメールを下さい。今月中に訂正し、10/1より実施していきます。

＜患者様連絡事項＞

・木村　格治様～本人希望あり、ご飯が大盛り→普通へと変更になっています。

・松橋　清子様～クラビット（抗生剤）が3日分（28日夕～）継続処方で1-1-1から　

1-0-1へと変更、ミヤBM(整腸剤)・アドナ（止血剤）が7日分（29日夕～）継続処方、点滴は4日分（明日～火曜）処方となっています。

食事摂取量の低下、濃縮尿も続いている状態を主治医へ報告したところペンライブ追加処方（本日分のみ）となっています。

引き続き食事摂取状況、便状態の観察を行っていきましょう。

· 新堂　寿子様～主治医より外泊は1ヶ月後より許可していくとのこと。

· 佐藤　恵国様～本人より外出希望が出ています。保護者へ確認、佐藤様（親戚）へ連

絡を取ってから許可していくとのこと。

・清水　徹様～診察時「スタッフが（自分の事を）婦女暴行してるって話してる・・・」

と妄想様の発言聞かれている。発言や行動に注意して観察して行きましょう。

・市川　真紀子様～リントン（精神神経用剤）が3日分追加処方となっています。作業

　　　入については参加許可とのこと。筋注で両腕が腫れている為、右→左と換えていくのはもちろんですが、腫れが引いていない時は臀部への実施も行って下さい。

　　　　　　　　　本日も「子供が・・・」等妄想様発言が活発に聞かれています。引き続き言動や表情に注意し観察していきましょう。

・吉田　光男様～本日御家族来院した際、杖を返却しています。

・大渡　福蔵様～御家族より連絡あり、タオルや下着が足りないとのこと。　　　

業者洗濯へ出している物もあり、すでに戻ってきた私物は菓子類が入っている棚の上にありますので、一緒にまとめて置いて下さい。家族が、月曜日以降に来院する為、洗濯物が戻ってきたら、洗濯へ出しており、退院の際に間に合わなかったことを説明し、下ろして下さい。

＜隔離室入室患者様ケース検討＞

畑中　成夫様

　　本日より午前、午後2時間ずつの退室時間となりました。

午前中は、神に関する発言は聞かれていたが表情も良く、コーヒーを飲む、テレビを

観る、歯磨きをするといった行動がスムーズで、ソワソワ感は見られませんでした。

本人が気にしている特定患者様に関しては、主治医より気にしないように話しがあり、

退室中は気にする様子もみられませんでした。

退室時付き添うスタッフは、ホールへ出てくる際体調等本人へ確認しながら、表情・

言動の観察を行って行きましょう

以前退室時本人より「具合が悪いから戻りたい」と自室へ戻ることがあったとのこと。

自分の体調について話してくること、自分のペースで休む事が出来ているのは落ち着

いてきているという評価につながります。

現在の退室を1週間続け、来週主治医へ情報提供していきます。退室を繰り返し、環境に慣れていきながら時間隔離へとつなげていけるよう、密な観察を続けましょう。

・乙部　純一郎様の退院療養検討会議を行っています。













